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阪南大学×八尾市・藤井寺市 

「おでかけ応援事業～バスにのってこ！キャンペーン」 

～学生の力で更に促進していきます～ 
 
阪南大学（所在地：大阪府松原市、学長：田上 博司、以下、本学という）の経済学部 髙橋 

慎二 研究室が、八尾市と藤井寺市が実施する「八尾市・藤井寺市おでかけ応援事業 ～バスに

のってこ！キャンペーン～」と連携し、八尾市・藤井寺市内の観光地・穴場スポットをまとめた

リーフレットを作製しました。 
リーフレットは学生目線で各バス路線沿いにある魅力的な店舗や施設等を実際に調査した情報

がまとめられており、当該リーフレットにより、更に市内観光が有意義になることが期待されま

す。 
リーフレットは計 4 種類、10 月中旬以降から順次、バス車内だけでなく、八尾市及び藤井寺

市の観光案内所などの市関連施設にも広く配架されます。 
  

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＊八尾市役所ホームページから各リーフレットがダウンロードできます 

URL：https://www.city.yao.osaka.jp/0000064329.html 
 

 

大阪バス八尾志紀線 
（近鉄八尾駅前～JR 志紀駅バス停） 

 

近鉄バス花園線（山本駅前～福万寺口バス停） 

近鉄バス高砂線（山本高校前～高砂住宅バス停） 

近鉄バス八尾線 

（八尾南駅前～藤井寺駅バス停） 

 

近鉄バス八尾線 

（近鉄八尾駅前～八尾南駅バス停） 

 



■髙橋 慎二研究室の取り組みと本事業の経緯 
 髙橋教授は地域経済・中小企業について研究しており、ゼミ教育においても地域・中小企業を

対象とした課題解決型のフィールドワークを広く実践してきました。その一つとしてこれまで

も八尾市の協力を得ながら地域商店街の魅力発掘・発信を学生とともに長年取り組んでき

ました。その経験を活かして今年度は、多くの自治体で抱えているバス路線の安定的運営

という行政課題に向き合うため、八尾市さらにはバス路線でつながっている藤井寺市にま

で活動範囲を拡大し、両市が実施する「おでかけ応援事業」を後押しする形で取り組んでいく

ことにしました。 
具体的には、両市内を走るバス路線沿いの魅力的な店舗や施設等を所属ゼミ生らの価値観のも

と発掘してリーフレットにまとめて広く発信し、バスを積極的に利用するするきっかけとなって

ほしいというものです。対象路線は 3 路線分（うち、1 路線は長距離路線のため北側と南側で分

けている）を 4 種類のリーフレットにまとめています。 
 
■「八尾市・藤井寺市おでかけ応援事業 ～バスにのってこ！キャンペーン～」について 

新型コロナウイルスの影響で外出を自粛する風潮が続いていましたが、今後は「ウィズコロ

ナ」の観点で市内の移動を手軽に楽しんでもらうと共に、バス利用をこの機に身近に感じ、バス

の乗客数を増やして路線維持を図る狙いから実施するものです。 

＜利用運賃＞ 
1 乗車あたり大人（中学生以上）100 円、小児(小学生)50 円 
※大人または小児 1 人につき幼児（1 歳以上～小学校入学前まで）1 人は無料（2 人目からは

小児運賃が必要） 
※幼児 1 人だけで乗車の場合は小児運賃が必要。 
※乳児（1 歳未満）は無料 

＜対象路線＞ 
 近鉄バス（八尾線、久宝寺線、萱島線、高砂線、花園線、東花園線、経法大線） 
 ※藤井寺市内は八尾線及び羽曳野線が対象 
大阪バス（八尾志紀線、布施八尾線） 
八尾市乗合タクシー「たこち号」 
※八尾市および藤井寺市内の移動に限ります。両市外の停留所で乗車または降車した場合は、

通常の運賃がかかります。 
＜対象時間＞ 
【平日】 
始発停留所を 10 時～15 時台の間に発車する便 
※八尾市乗合タクシー「たこち号」のみ終日全便 

【土日祝日】 
終日全便 
※年末年始（12 月 30 日～1 月 3 日）は終日全便 

 
■八尾市・藤井寺市との連携協力について 
 本学は八尾市と 2022 年 8 月に「包括連携に関する協定」を、また、藤井寺市と 2021 年 7 月

に「連携協力に関する協定」を締結しており、積極的に地域の課題解決を推進に努めておりま

す。今後も地域の更なる活性化及び人材育成の観点等で相互の発展を図ってまいります。 
 
 
 

 
【本件に関するお問い合わせ先】 

阪南大学 総務企画課：浮田 

電話：072-332-1224（代） FAX：072-336-2633 e-mail：koho@hannan-u.ac.jp 


